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本稿は、シカ ゴ市のイングル ウッ ド地区において都市空間の衰勢 と社会機能

としてのソーシャルイ ンクルージ ョンの関係性 を明 らかに しよ うと試みたもの

である。イングル ウッ ドはサ ウスシカゴに立地す る。 19世紀には鉄道労働者

の町 として東欧か らの移民の町 として発展 した。 63通 は、シカ ゴにおける最

大 の商業地域のひ とつ として発展 したが、 1960年 か ら 1970年 ごろのホワイ ト

フライ トによって人 口が著 しく減少 していつた。本稿に掲載 した写真は、この

地域が非常に反映 していたことを物語つているが、現在では地域には仕事がな

く 45%の 家庭が何 らかの公的支援 を受給 している。

本研究では、人 口減少 と衰退 によって社会 か ら隔絶 されて しまつた状況を物

的 、社会的、経済的、文化的側面か ら分析す ると同時に、近年始まっているコ

ミュニテ ィビルデ ィングの実態について も明 らかに してい く。本研究では、都

市計画的な記録 、文書、住民イ ンタビューによつて地域の 20世紀の歴史を再

構 築 しよ うと試みた。 このプ ロセスの中で、 コミュニティセ ンターにおいて多

くの写真が見つかつた。

また、住民や コ ミュニティで働 く人々か らの 日述により生活者の視点か らみ

た繁栄 と衰退の過程 を明 らかにす ると同時に、近年 のソー シャルインクルージ

ョンの試みについて言及 した。近年 のイ ングル ウッ ド地域 の開発は、フィジカ

ル な開発や商業開発のみにとどま らず、民間組織 の主導 と連携 に よる職業開発

や 空き地活用な どの社会的な開発が大きな役割 を担 つてい る。 この動きは、緩

慢 ではあるが確実にイングル ウッ ドの未来 を確実に形成 してい る。そ して、イ

ングル ウッ ドの経験 は、この地域だけに とどま らず同 じよ うな人 口減少や衰退

の問題 を抱える他の地域においてのコミュニテ ィ再生に貢献す るであろ う。


